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冒-ビングが自尊感情の変動性と自己概念に与える影響

原 田

問題

全体的自己に対する評価感情である自尊感情 (self-esteem)は,これまでに様々な精神的健

康と関係し冒いることが明らかにされてきた｡たとえば,自尊感情が高いと人生に対する満足感

が高く (HllebneT,i991),抑うっが低く (Tennen&Herzberger,1987),学業成績がすぐれ

ている (Hattk 1992)ことなどが報告され亨自尊感情を高めることで精神的健康を保とうとす

る様々な実践的な取り組みがなされている (川井 卓吉田･宮元 ･山中,2006など)oLかし,これ

までの自尊感情の研究は,そのほとんどが自尊感情の高さについて注目をしてきたO

-一方,近年,自尊感情の高さは安定した特性ではなく状況によって変動することや,自尊感情

の変動性 〔小塩,2001)が怒りの表出 (琵eT訊is,Grannemann良Barclay1989)や自己評価の

正確さ (Wells良Swee三号ey言986)などに影響することが明らかにされている.また,Kernis,

Whisenhunt,Waschl乱 GTeen呈eT,Berry,Herlocker&Anderson(1998)の縦断的研究にお

いて, 自尊感情の変動性が抑うっの形成を予期していたことを考えると,自尊感情の変動性は精

神的健康に影響を与えると考えられ,自尊感情は,その高さだけではなく,変動性についても注

目する事が必要であると言える｡

自尊感情が変動ずる理由としてほう自己概念が葺困であることや (Kerniseta1.,1998),冒

己像が不安定である昌と (小塩,2001),随伴性自尊感情の領域と呼ばれる,個人が自己の価値

を置き,重要視している自己概念の領域に関係する出来事が生じること 〔Crocker,2002)など

があげられているeつまり,自己概念の中でも,個人が重要視し,強く関与している領域の自己

概念が重囲であると,随伴性自尊感情の領域に関係する出来事が生じた時に,その出来事に対す

る評価基準が唆味になり,それに伴って自己に対する評価も変動するため,自尊感情も揺れると

考えられる (小塩,200Do

しかし一方で, 自己概念が豊富であると,自尊感情は揺れやすくなるとも考えられるo つまり,

自己概念が豊富であるとヲ自己に対する評価基準は安定するものの,重要視している自己概念の

領域に関係する出来事を認知する機会も増えると考えられるからである｡実際に,Rafaeli-Mor

良Steinberg(2002)は自己概念が豊富であることが,自尊感情の振幅-の緩衝要因になるとい
う緩衝仮説については, 支持する結果 (Dixon良 Baumeister,1991;Linville,1985)と支持し

ない結果 (Woolfoik,Novalany,Gara,Alien良Polino,1995)とがあることを述べている.

こうした矛盾を考慮すると,自己概念だけから自尊感情の変動性を説明する事は難しいのでは

ない かと考えられる. たとえば,随伴性自尊感情の領域に関する出来事が生じても,その原因を
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自己にではなく外的要因に帰属 したり,｢環境からの要求や自身の内部に生じた要求によって生

じたストレス反応を軽減するために行われる,認知的,または行動的努力｣と定義されるコ-ど

ング (Folkman良Lazarus,1980)をうまく行えれば,自尊感情は必ずしも揺れないと考えら

れるoまた,情動的な苦痛を低減させるための情動焦点型コ-ビングをうまく行ってストレス反

応をやわらげたり,外部の環境の問題や自身の問題を解決するために行われる問題焦点型コ-ど

ングをうまく行って,その問題の解決策を見出す事ができれば,自尊感情は揺れないかもしれな

い｡つまり,自尊感情の揺れを考える際には, 随伴性自尊感情の領域に関する出来事が生じても,

それに対してどのように本人が認知し,原因帰属を行い,対処するかを考慮する必要があると考

えられる｡ また,自尊感情が変動することによって,自己に注目し自己概念を見直す機会が与え

られる (溝上,2001;CTOCker,Brook,Ni皇ya良Villacorta,2006;原田,2005)という点では,

自尊感情の変動性が逆に自己概念に影響を与えるとも考えられる｡しかし,現在のところ,自尊

感情の高さとヨ-ビングとの関係を明らかにした研究はあるものの (Kahng良 Mowbray,

2005など)ヲ自尊感情の変動性をコ-ビングの観点から検討 した研究や,自尊感情の変動性が自

己概念に与える影響を明らかにした研究は見られない｡

ヨービングが自尊感情に与える影響と,自尊感情の変動性が自己概念に与える影響を明らかに

する事は,精神的健康に影響を与えると考えられる自尊感情の変動性に対する臨床的な介入方法

や,自己概念の形成過程を明らかにすることにもっながり,意義があると考えられるO よって本

研究では,まず予 自尊感情に影響を与える出来事が生じた際に,どのようなヨ-ビングを行うこ

とが自尊感情の変動性に影響するかを明らかにすることを目的にする｡ そして,衰出された自己

概念を特定の分類基準によって分類 した際のカテゴリ数である自己概念数に注目し,自尊感情の

変動性が自己概念の数に対 して与える影響について明らかにすることを目的にする｡

方法

調査時期 2006年6月

調査手続き 調査は二つの段階に分かれた.調査 1は一般教養の心理学の授業を用い,集団法

で行われたO調査2は調査1の終了後に質問紙を配布し,その日の夜から7日間,毎晩就寝前に

質問紙に記入するよう求め,翌週の授業時に回収を行った｡なお,調査 1と調査2における調査

対象者の照合は,携帯電話の下5桁を聞くことで行った.また,希望者には結果をフィードバッ

クすることをその場で約束し,後日ブイ-ドバックを行ったo

諏査対象者 近畿,中国地方の私立大学学生212名 (男性156名,女性56名)が調査 1に参加 し

た.そのうち,157名が調査2に参加したがう調査2において7日分全ての記入を行った115名を

分析対象者とした (男性78名, 女性37名,平均年齢19.30±1.52歳)0

調査 1の諏査内容

(a)自己概念 個人にとって重要な自己概念の数を測定するために,TS-WHY法 (原田,

2005)を周いたo個人にとって重要な自己概念の数を測定する方法としては溝上 (1995,1997,

1999)のWHY答法があるが,WHY等法は,ある問題に対 しで ほい/そう思います11,"いいえ/

そうは思いません一一の強制三択法で回答を求めたのち,｢それはなぜですか｣という質問をする∈

- 640-



原田:コ-ビングが自尊感情の変動性と自己概念に与える影響

とで,調査対象者がどのような理由からその問題に答えたかを尋ねるというものである｡-溝上

〔1995,1997,1999)は∴ '私は,全体的には自分自身に満足していますf'という自己評価センテン

スに対し,強制二択法で回答を求めたのち,WHY答法を用いる事で,調査対象者の自尊感情を

支える自己概念を蓑出させている｡ しかし,この方法の場合了'はい/そう思います1-と答えた者

に対 し引 ま肯定的自尊感情を支える自己概念のみが,-'いいえ/そうは思いません''と答えた者に

対しては否定的自尊感情を支える自己概念のみが衰出され,表出されなかった次元の自己概念に

ついては明らかにずることはできないという問題点が存在する｡一方,TS-WHY法 (原田,

2005)では,''私は,全体的には自分白身に満足していますf.という自己評価センテンスを用い,

"はいIlと答えた調査対象者には∴-ほい"と答えた理由をできる限り多く箇条書きで回答させ,回

答が終わるときF一方で 『自分自身に満足していない』と思う気持ちもどこかにあると思いますo

その気持ちが浮んできたら,その理由を答えてください｣と教示し,満足できない理由をできる

限り多く箇条書きで回答させたOまたヲ最初の教示に対し■-いいえ"と答えた調査対象者には,-1い

いえ千■と答えた理由を回答させ手回等が終わると,｢一方で 『自分自身に満足している』と患う気

持ちもどこかにあると思います｡その気持ちが浮んできたら,その理由を答えてください｣と教

示し,満足できる理由を回答させた.この方法によって,'■はい"と答え_た者も'tいいえf'と答えた

者も,ともに肯定次元,否定次元の自己概念を表出することができる｡

なお,TS-WHYの制限時間はき両次元あわせて10分とした.

摘 )冒-ビング 自尊感情の変動性が白々の出来事に対して生じる自尊感情の揺れであるこ

とを考えると,自尊感情の変動性に影響するのは日常生活の中で生じる些細な出来事に対するコ-

ビングであると考えられる. よって,日常場面におけるストレッサ-への対処行動を評価するこ

とのできる辻ら (1999)の日常ストレス対処行動尺度を用いて,日常場面において用いているコ-

ビングを測定した｡なお,日常ストレス対処行動尺度は33項冒からなっており,原法では ｢スト

レスを感じたときにどのような行動をとったかを思い起こし-｣と教示を行っている｡ しかし,

本研究では,自尊感情が揺れる場面における対処行動を調べる事が目的であるため,以下のよう

に教示を変更したoまず,『｢私はいろいろ不満や反省がないわけではないが,基本的には今のま
まの自分でいいと思う｣という気持ちがありチ昌れを自尊感情と呼ぶ』と教示 した上で,｢こう

した自尊感情はヲ日々揺れたりするものですが,あなたは,自尊感情が揺れている時にどのよう

にしていますか｣と教示し,回答を求めたOなお,辻ら (1999)の日常ストレス対処行動尺度は

4段階評定で行われ,項目例としてほ∴ fうまくいくようにやり方を変えてみた-や,一一ぐっとがま

んしだや,11誰かに話して,気持ちをわかってもらった"などがあった.

調査塁の調査内審

(蛋)自尊感情府高さと変動性 自尊感情の高さと変動性を測定するために,多くの先行研究

と同様に 〔KeTnis,GTannemann,良BaTClayヲ1992;Kernis,Cornell,Sun,Berry,良Harlow,

1993)ラ山本 昏松井 争山成 (1982)で邦訳されたRosenbergの自尊感情尺度 〔1965)10項目を用

いたC 各調査対象者闘ま9-ペ-ジに一日分の自尊感情尺度が記載されている冊子を配布 し,

｢この調査は一定の期間における主人ひとりの心のありかたを調べるものです.毎晩就寝前に,

記入してください｣と敦示した｡なお,毎回の自尊感情尺度の項目配列は同じであった.そして,

毎晩就寝前にその日の分の自尊感情尺度に記入し,7日間連続して自尊感情尺度への記入を続け

- 64 1 -



京都大学大学院教育学研究科紀要 第54号 2008

るよう求めた｡なお,回答は ｢全く当てはまらない｣から ｢とてもよく当てはまる｣までの5件

法で行った｡

結果

調査 1のデ-タの整理

自己概念 TS-WHYにおいて,満足として義出された理由,不満足として衰出された理由の

数を自尊感情を支える自己概念の数とし,調査対象者ごとに ｢肯定的自己概念数｣と ｢否定的自

己概念数｣を算出しラ全体の平均値とSDを算出した (｢肯定的自己概念数｣のM=2.50,SLk2.09,

｢否定的自己概念数｣のM-3｡62,SIk2.35)を算出した.

日常ス ト巨ス対処行動尺度 E]常ストレス対処行動尺度に関して,辻ら (1999)は F問題への

取り組み｣｢自己統制｣｢外的資源の活用｣｢積極的気分転換｣｢陰性感情発散｣の5因子を見出し

ているが,古野 (2005)は再度,探索的因子分析を行い,｢問題への取り組み (8項目,項目例 :

"見方や考え方を変えてみた'つ｣F対人接触 (5項目,項目例 :"誰かに話 して,気持ちをわかって

もらった'つ｣｢陰性感情発散 〔5項目,項目例 :'1どなったりして大声を出した)"｣｢自己統制 (8

項目,項目例 :"時間が解決してくれるのを待った'l)｣｢気晴らし｡自己肯定 (7項臥 項目例 :

‖遊びに熱中することで気分を変えた")｣の5因子 (信頼性係数は,順に,a-.81,.77,.81,.70,

.71)を得て,多少の因子間の項目の違いはあるものの, おおむね辻ら (1999)とほぼ同様の園

子を見出し,妥当性を確認している｡ よって9本研究では吉野 (2005)による因子構造を用い,

各下位尺度の得点を合計 し,それぞれ ｢問題への取り組み｣得点 (M=18.45ヲSLk4.45),｢対人

接触｣得点 (M-12.62,gか-3.63),｢陰性感情発散｣得点 (M-8.34,SD==2.76)ラF自己統制｣得

点 (M-20.93,肪 3.65)苧F気晴らし 専 自己肯定｣得点 (M-17,83,SLk4.62)とした.

調査2のデ-タの整理

自尊感情の高さと変動性 先行研究にしたがい (Kernis,Cornell,Sun,Berry,良 Harlow,

1993;KeTnis,Whisenhunも,Waschuii,GTeenieT,Berry,HerlockeT,良AndeTSOn,1998など),

自尊感情の高さはき逆転項目の処理を行った上で-日ごとに合計得点を算出し, 7日分の合計得

点の平均値をもって F自尊感情の高さ｣得点 (M-30.29,SD-7.23)とした.また, 自尊感情の

変動性についても先行研究にしたがって個人の7日分の ｢自尊感情の高さ｣得点から標準偏差を

算出したが (脹 2.47,iSrD-1.59)亨床効果が見られたため,対数変換を行った.対数変換後,分

布の正規性が確かめられたため,｢自尊感情の高さ｣得点から算出した標準偏差を対数変換した

値を F自尊感情の変動性｣得点とした (M=｡50,弧 .20)0

各得点闇の相関 各変数間の相関をTabielに示す.｢自尊感情の高さ｣と ｢自尊感情の変動性｣

との間には有意な負の相関が見られたoまた, F自尊感情の高さ｣は,有意傾向であるが ｢問題

への取り組み｣と正の相関が見られ,｢対人接触｣との間には有意な正の相関が見られた｡また,

｢自尊感情の変動性｣は ｢自己統制｣との間に正の相関が見られた｡

一方,コ-ビングの各下位因子間の相関については,まず,｢問題への取り組み｣は ｢対人接

触｣と ｢気晴らし卓自己肯定｣との間に正の相関が見られ,｢自己統制｣との問に負の相関が見

られた｡そして,｢対人接触｣は ｢自己統制｣との問に負の相関が,｢気晴らし･自己肯定｣との
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Table呈 各変数間の相関 (N=115)

1 2

1自尊感情の高さ

2自尊感情の変動性

3問題への取り組み

4対人接触

5陰性感情発散

6自己統制

7気晴らし 卓自己肯定

8肯定的自己概念数

9否定的自己概念数

-.20*

.16† .00

.19* .06

-I.13 .00

-.10 .20*

｡11 .03

.36絹 串 .02

-.26孝幸 .08

3 4 5 6 7 8

.42車軸

-.06 .16千

-.21* -.36*榊 .08

.37*綿 .5r榊 .13 -.13

.20幸 .15 .02 -.07 .18I

i12 -.08 .07 .12 .09 .41***

***p<.001,**即 .01,*p<.05,†p<.10

間に正の相関が見られた｡また有意傾向ではあるが,｢対人接触｣は ｢陰性感情発散｣との間に

も正の相関が見られたo

仮説モデルの作成 コ-ビングが自尊感情及び自己概念数に直接的に,また間接的に与える影響

を明らかにするために,ヨービングと自尊感情及び自己概念数間における仮説パスモデルを作成

した｡

まず,自尊感情に影響を与えた出来事に対するヨービングは,その後の自尊感情の高さに影響

を与え,それが一週間における自尊感情の変動性に影響を与えると考えられる.よって,Tablel

の結果から,｢問題への取り組み｣F対人接触｣が ｢自尊感情の高さ｣に影響を与え,また ｢自己

統制｣が ｢自尊感情の変動性｣に影響を与えると考えられるため,これらの変数間にパスを引い

たoさらに,問題に取り組む事によって解決策が生じるならば,そのことは否定的自己概念を解

消したり,新たに肯定的自己概念を形成することにもっながると考えられる｡ よって,｢問題へ

の取り組み｣から争F肯定的自己概念数｣及び F否定的自己概念数｣へパスを引いたo

次に, 自尊感情が揺れやすい者では自尊感情を支える自己概念が貧困であり (Kernis,

Whisenhunも,Waschuil,GTeenieT,BeTTy,Herlocker,良Anderson,1998),抑うっが高いこ

とと (KeTnis,GTannemann良 Mathis,1991),自尊感情が高い者では自己概念が豊富であり

(原田,2005)亨抑うつが低いこと (Tennen良HeTZberger,1987)とを考えると,自尊感情の

高さと変動性は相互に影響を与え合っている可能性が考えられる｡ よって,｢自尊感情の高さ｣

と ｢自尊感情の変動性｣との問に双方向のパスを引いた0-万,自尊感情が揺れた際に,自己に

注目が向いて自己概念について考え直すことが,重要な自己概念の形成にとって大切であると考

えられる (溝上,1999)ことを考えると,自尊感情の揺れは,肯定的自己概念の形成にも, 否定

的自己概念の形成にも影響を与えると考えられよう｡ したがって,｢自尊感情の変動性｣から

｢肯定的自己概念数｣と ｢否定的自己概念数｣へパスを引いた｡

また,気分一致効果 (Bower,1981)を考慮すると,自尊感情が高いと肯定的自己概念の想起

が多くなり,自尊感情が低いと否定的自己概念の想起が少なくなると考えられ,自尊感情の高さ

は自己概念の数に影響を与えると考えられる｡したがって,｢自尊感情の高さ｣から ｢肯定的自
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己概念数｣と ｢否定的自己概念数｣へパ スを引いた.

最後に,自己概念が豊富であるという己とは,肯定的自己概念も否定的自己概念も同様に豊富

であると考えられ,自己概念が真因であるということは, 肯定的自己概念も否定的自己概念も同

様に貧困であると考えられようO つまり亨｢肯定的自己概念数｣と F否定的自己概念数｣との間

には相関関係が存在すると考えられるOよっでき｢肯定的自己概念数｣と ｢否定的自己概念数｣

の誤差変数の間に,共分散を引いたO

以上より構成されたパ封 こ加え,Tabie主管見られた有意な相関が見られたヨ-ビングの各下位

因子間に共分散を引き9仮説モデルを作成 した (Figurei)

菅デルの検討 Amos5を伺い9仮説モデルにパス解析を行った結果,仮説モデルは非有意であ

り棄却できないと言えた (x2-22iO1号df-i9,p-.28, GFI-.96,AG･Fk9互7CF巨｡98亨AIC-74.01,

RMSEA=.04)o Lかし9 パス係数の値が非有意であるパスが存在することやモデルの適合度か

らほ , 仮説モデルに対 して修正を行う必要があると考えられた.

篭デ纏め膝蓋 ヨ-ビングと自尊感情及び自己概念数間におけるパスモデルに関して,より適切
なモデルを明らかにするためにヲモデルの修正を行ったO

まず,仮説モデルにおいて非有意であL3たパス (｢問題への取り組み.｣から F肯定的自己概念

数｣へのパスヨ ｢問題への取り組み｣から ｢自尊感情の高さ｣へのパス,F自尊感情の高さ｣から

｢自尊感情の変動性｣が㌔のパス)を削除した1,J

次に,自己の肯定的な側面が明確にな-T3でくると,自らの至らないと∈ろや欠点にもより目が

向くようになると考えられ芦また逆さ芸き自己の否定的な側面が明確になってくると亨より自らの

できていると己ろや長所にも目が向くようになると考えるとき｢肯定的自己概念数｣と ｢否定的

自己概念数｣の間には相互に因果関係があると想定できる｡ したがっ管,｢肯定的自己概念数｣

と ｢否定的自己概念数｣との間の共分散を削除し,2変数間に相互にパスを引いたO

さらに,Tablelにおいてほ非有意であったが,情動焦点型コ-ビング (Foikmafi良LazaTuS,

1980)であると考えられる F対人接触｣F陰性感情発散｣F気晴らし書自己肯定｣｢自己統制｣と
の問には相関関係が見られると推測される｡ よって亨Taもlelにおいて相関係数の絶対値が.iO以

上であることを基準にして,｢対人接触｣と F陰性感情発散｣との問,｢陰性感情発散｣と ｢気晴

らし魯 自己肯定Jとの問に新たにパスを引いたO

最後に亨 情動焦点型ヨ-ビングだけでは単独ではス トレスの軽減につながりにくいものの

〔penley,To指摘ka,良Wiebe,200銑 問題焦点型ヨ-ビング (Foikman良La組TuS言980)ど
結びっくことでラ情動焦点型コ.-ビングがス トレスの上昇を抑えたりきス トレスを減少させる

(shimaZu&鮎 sugi,岩捕封 という知見を考慮すると, 情動焦点型コ-ビングが問題焦点型コ-

ビングを介して,ストレスなどと関わりがある自尊感情や9自尊感情を支える自己概念の数にも

影響を与えうると考えられようo Lたがって, 情動焦点型コ-ビングにあたると考えられる F対

人接触｣｢陰性感情発散｣r気晴らし皆自己肯定｣｢自己統制｣のうち9問題焦点型コ-ビング に

あたると考えられる F問題への取り組み与jと有意な相関が見られた ｢対人接触｣｢陰性感情発散｣

1｢白専心の高さ｣から ｢自尊感情の変動性I巨＼のパスの標準化係数の値は｡33であり9比較的低いとは言え

ないものの非有意であったoこれは,パス係数の標準誤差の値が影響したためであるO

一一一61.ii-



原田:冒-ビングが自尊感情の変動性と自己概念に与える影響

注:パス係数は標準化係数 '''F(.001,''〆 .01.★F:,05, +p<.10

FiguTelヨ-ビングと自尊感情及び自己概念数間における仮説パスモデル

注:パス係数は標準化棟数 *''F .001.''p<.Ol,★jK.05了 が .10

FiguTe2ヨ-ビングと自尊感情及び自己概念数間におけるパスモデル

｢気晴らし卓自己肯定｣から,｢問題への取り組み｣へとパスを引いた.

以上の様に修正したモデルに対してパス解析を行った結果,モデルは非有意であり棄却できず,

(x2=12.47,df-犯p-.90,GF王-.98,AG門-.95,CF王-1.00,AIC-62.47,RMSEA-.00), またAICの値
から仮説モデルより適合度の高いモデルであると言えた｡よって本モデルをコ-ビングと自尊感

情及び自己概念数間におけるパスモデルとした (Figure2)0

考察

自尊感情と自己概念との関係 パ ス図からは,自尊感情の変動性から,肯定的自己概念数や否定

的自己概念数に対して直接の影響は見られず, 肯定的自己概念数や否定的自己概念数に直接影響

を与えるのは自尊感情の高さであった｡昌のことは,まず自尊感情を向上させる介入を行い,そ

の後に自尊感情の変動性に介入することによって自尊感情に安定性を与えることが,肯定的自己

概念を形成したり否定的自己概念を減らすためには効果的であることを意味する｡

また,自尊感情の変動性は自尊感情を低くしテまた,自尊感情を低くする事を通して自尊感情

の変動性は間接的に肯定的自己概念数に負の影響を与えていた｡そして,自尊感情の高さと肯定

的自己概念数を経由してき否定的自己概念数には正の影響を与えると言えたOつまり本結果から

はき自尊感情が揺れやすいと自尊感情が高くなることが抑制され,肯定的自己概念が形成されに
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くくなり,否定的自己概念の形成が促進されると考えられる｡ Kernisetal.(1998)やRobeTtS

良 Kassel(1997)は, 自尊感情の変動性が抑 うつと関係 している事を明 らかにしているが,杏

研究における以上の結果か らも自尊感情の変動性が精神的健康に否定的な影響を与えると推測さ

れる｡

しかし,肯定的自己概念数か ら否定的自己概念数に対 しては負のパスが存在するもののき否定

的自己概念数から肯定的自己概念数には正のパスが存在 していたOこのことから,肯定的自己概

念が増えると否定的自己概念が気にならなくなったり,減少するものの,否定的自己概念が増え

ると亨自己の肯定的な面に目が向くようになったりヲ肯定的自己概念が形成されると考えられる

だろうo つまり, 否定的自己概念数から肯定的自己概念数への正のパスを考慮すると,自尊感情

の揺れは自尊感情を低 くすることで間接的に否定的自己概念数を増やす働きを持っものの, 否定

的自己概念が増えることで肯定的自己概念の数も増やすという肯定的な働きをも持っていると言

良,自尊感情が揺れることを否定的にのみ捉える事はできないと考えられる｡ なお,自尊感情の

揺れを通 して形成された自己概念と,自尊感情が安定 したまま形成された自己概念 とでは,安定

度など質的な面に差がある可能性が考えられる (原田,2005)｡ したがって,今後は,自尊感情

の揺れが,自己概念の形成や維持,そして形成された自己概念の質的側面にどのように関与する

かを明らかにした上で,自尊感情が揺れることの肯定的側面と否定的側面を検討 してゆくことが

必要であろう｡

また,自尊感情の高さは自尊感情の変動性に対 して影響を与えるとは言えず,自尊感情の変動

性から自尊感情の高さに対 して負のパスが存在 していた｡ これは9日等感情を高 くしても自尊感

情の揺れは抑制できず,また,自尊感情の揺れを抑制 しないでいると自尊感情が低下 してゆくお

それがあることを意味するだろう｡ 近年9自尊感情の向上を狙った実践的介入が行われているが

川 r井 ら,2006〕亨そのような介入によって向上 した自尊感情を維持するために,自尊感情の変動

性に働きかける介入方法を開発 してゆくことも重要であろう｡

≡-ビングのもたらす影響 ｢自己統制｣から ｢自尊感情の変動性｣に正の影響がみられたこと

からはラ情動を自分の申だけで抱えたりラ 耐えようと我慢することによって,自尊感情は揺れや

す くなると考えられよう｡ さぞ三三で F自己統制｣の項目をみると,"ぐっとがまんした日,■1なん

とか しようと思 っているうちに時間がたってしまった日に見 られるように,自尊感情の揺れに伴

う情動を処理 しようとしながらも9十分に対処できずに葛藤 している状態がうかがわれる｡ こう

した自己統制の内容を考慮すると予審研究からは,自尊感情の揺れが自尊感情が影響を受けた際

に生 じる情動を抱えることによって生 じるのか亨それとも抱えた情動を十分に処理できずに葛藤

が生 じるために亨つまり,心理的な器 (Bion,1962)が脆弱であるがために生 じるのかは明らか

ではない｡今後,情動を抱える事と,抱えた情動を処理する昌との区別を行った上で,自己統制

のどの側面が自尊感情の変動性に影響を与えるのかを明らかにすることが必要であると言えよう｡

さてヲ｢問題への取 り組み｣からは,｢自尊感情の高さ｣や ｢肯定的自己概念数｣にはパスが引

けず,｢否定的自己概念数｣にのみパ スが引けたが,そのパス係数は正であった｡ このことから

は,自尊感情が揺れた際にその原因を考えたり,よくなかった点を改めることは,直接には自尊

感情を高めたり肯定的自己概念を形成することにはつながらず, む しろ自己の欠点に対する注目

を増加させたり,否定的な面を新たに見っけることにつながると考えられる｡ コントロールが難
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しいストレッサ可こ対して積極的に問題を解決しようとすることは,ストレス反応の上昇につな

がると言われており (Sehaufeli良Bakker,2004;島津,2006),近年,積極的な問題解決の否

定的な側面が指摘されているが, 本結果もこの見解を支持すると考えられるo また,｢否定的自

己概念の数｣から ｢肯定的自己概念の数｣へと正のパスが存在していることからは,否定的自己

概念が増えることによって,自己の肯定的な側面にも注目が向くようになると考えられよう.磨

田 (2006)は,否定的自己に注目することは必ずしも否定的に捉えられず,二次的に自己評価の

上昇につながることもあると述べているが,本結果において,否定的自己概念の数が問題への取

り組みを媒介して肯定的自己概念の数に正の影響を与えていたことからは,問題への取り組みが

二次的には肯定的自己概念の形成につながる己とを示唆するだろう. つまり, 自尊感情が揺れた

際にその原因を明らかにしたり,情報を集めて解決しようとすることは,直接には否定的自己概

念への注目を増加させるが,二次的には自己の肯定的な面への気づきゃ,新たに自己の長所を作

り出すことにもっながりうると考えられるo

なお,自尊感情の高さや肯定的自己概念,否定的自己概念などの精神的健康を代表すると考え

られる変数に対して各ヨ-ビングが与える影響は,仮説モデルのように各コ-ビングがそれぞれ

独立して影響を与えると考えるより,｢問題への取り組み｣が ｢対人接触｣や ｢気晴らし･自己

肯定｣を媒介して否定的自己概念に影響を与えていたように,異なったコ-ビングが組み合わさっ

て影響を与えるという過程を考慮した方が適切であると言えた｡したがって,単独では精神的健

康にとって否定的な影響を与えるコ-ビングであっても,他のコービングとの組み合わせによっ

ては肯定的な影響を与える可能性があるといえよう｡ 今後,自尊感情の向上や肯定的自己概念の

形成,否定的自己概念の減少にとって, どのようなコ-ビングの組み合わせが適切であるかにつ

いて検討してゆくことが必要であろう｡

奉研究の限界と今後の課題 本研究では,ヨ-ビングと,自尊感情の変動性,自己概念との関係

について検討を行ったoLかし,本研究は,縦断的研究ではなく,実際に個人が状況に応じてど

のようにヨ-ビングを使い分けているかが考慮されておらず,また,すでに形成されている自己

概念の数を従属変数として用いることでヨ-ビングから自己概念に対する影響を検討していると

いう問題点が存在するo Lたがって,本研究で検討したモデルは推測の域を出ず,一般化には慎

重であるべきである｡ 今後,事例研究や縦断的研究などによって,コ-ビングが実際に自尊感情

や自己概念に与える影響を検討する必要があるといえる｡ さらに,自尊感情に影響を与えたスト

レッサ-の種類や自尊感情を支える領域の種類亨状況,短期的利点と長期的利点のどちらを重要

視するかによっては9有効なコ-ビングの種類も異なると考えられるため,今後はこうした差異

を考慮した土での研究が望まれる｡

また奉研究では,自尊感情の変動性を性格特性とは考えずに,コービングの仕方によって誰に

でも生じるものとして扱ったoLかし,DSM-Ⅳにおいて境界性人格障害や自己愛人格障害の状

態像 として 自尊感情 の揺れやす さが挙 げ られ ることか らは (American Psychiatric

Association,i994),特定の性格類型に特徴的な性格特性として自尊感情の変動性を捉える視点

も必要であろう｡ 今後,臨床群の特定の性格類型において報告されている性格特性としての自普

感情の変動性が,ヨービングによって誰にでも生じる自尊感情の変動性と質的に同じであるか否

かを比較検討していくことも必要であろう｡
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The Influence of Coping on Stability of Self-esteem and
Self-concept

MUNETADA Harada

Many preVIOUS researches had shed light on the level of self-esteem. However few

studies had focused on the stability of self-esteem. Recent researches showed that the

stability of self-esteem was negatively correlated with psychological health. However, it

is not clear what caused the instability of self-esteem. This study explored the influence

of coping on stability of self-esteem and self-concepts, on 115 undergraduates (a mean

age of 19.3 years). In this study, participants completed the questionnaire on their

coping strategies in daily life, T8-WHY J and seven daily ratings of self-esteem. Results

indicate that the instability of self-esteem negatively correlates with the number of

positive and negative self-concepts. However, the instability has a positive side effect on

the number of positive self-concepts and it is implied that the instability of self-esteem

also might have a positive effect on the creation of positive self-concepts. It is also

implied that it is necessary to keep high self-esteem to investigate clinical techniques of

intervening the stability of self-esteem.
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